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§９．活動予算と活動計画 

（１）H１７年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ５，９６５ 

   計          ５，９６５ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ４，９０７ 

   管理費        ２，３０５ 

   計          ７，２１２ 

・ 差額（千円）      

 －１，２４７ 

 

（２）Ｈ１８年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ３６，９２２ 

   事業収入（賛助会費）  ３，８７４ 

   計          ４０，７９６ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ３２，２２０ 

   管理費         ５，７５５ 

   計          ３７，９７５ 

・ 差額（千円） 

              ＋２，８２１     

 

（３）Ｈ１９年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ５２，７９９ 

   事業収入（賛助会費）  ５，０６６ 

   その他収入         １２５ 

   計          ５７，９９０ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ４７，５６５ 

   管理費         ５，１３３ 

   計          ５２，６９８ 

・ 経常利益（千円） 

＋５，２９２ 
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（４）Ｈ２０年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ４８，２０６ 

   事業収入（賛助会費）  ５，６２５ 

   その他収入         １２０ 

   計          ５３，９５１ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ４５，１４４ 

   管理費         ６，３７５ 

   計          ５１，５１９ 

・ 経常利益（千円） 

＋２，４３２ 

 

（５）Ｈ２１年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） ２６，５０９ 

   事業収入（賛助会費）  ２，１００ 

   その他収入           ０ 

   計          ２８，６０９ 

・ 支出（千円） 

   事業費        ２７，５７７ 

   管理費         ３，８９４ 

   計          ３１，４７１ 

・ 経常利益（千円） 

－２，８６２ 
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（６）Ｈ２２年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） １８，７０２ 

   事業収入（賛助会費）  １，６５０ 

   その他収入         １１３ 

   計          ２０，４６５ 

・ 支出（千円） 

   事業費        １８，８７４ 

   管理費         ３，８０２ 

   計          ２２，６７６ 

・ 経常利益（千円） 

－２，２１１ 

 

（７）Ｈ２３年度決算報告 

・ 収入（千円） 

   事業収入（受託業務） １２，９１０ 

   事業収入（賛助会費）    ９７５ 

   その他収入      １２，２７９ 

   計          ２６，１６４ 

・ 支出（千円） 

   事業費        １０，６２９ 

   管理費        １５，４２４ 

   計          ２６，０５３ 

・ 経常利益（千円） 

＋１１０ 
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§１０．おわりに 

（１）平成１９年１２月２８日 

・ ご報告させていただきましたように、RPI 活動は 

① BM 研究会活動 

② BMS コンソーシアム活動 

③ 各種受託研究（共同研究含む）活動 

が中心となっております。 

・ これらの活動は、RPI 活動の目的である「都市的機能向上と地域社会創造」を念頭に「社

会資本アセットマネジメントの研究開発とその普及」及び「関連する基礎的研究」とし

て、具体的に展開したものとなっております。 

・ これらの各種活動は「産官学共同取り組み」に特徴があり、「産官学」それぞれが得意

分野を発揮しての、総合的かつ効率的な取り組みを目指しております。 

・ また、RPI 活動を通じて「産官学」それぞれの立場で抱える現実的な問題点や、その対

策について忌憚のない意見を出し合い、それら問題解決のために、従来の立場、限界を

超えるような新たな発想も含め、議論を活発化していくことも重要な活動と考えます。 

・ その意味でＨ１９年度の RPI 活動では、より一層の「産官学」連携を目指しての活動

といたします。 

・ さらに、RPI 活動の将来に向けての課題としては、  

① 「大阪地域を中心とした活動」であるという基本的立場には変わりはないが、情報

発信は大阪、関西に限らず全国各方面にも積極的に拡大し、全国ネットでの活動も

視野に入る。 

② RPI 活動は「都市的機能向上と地域社会創造」を目的としていることから、より公

共性の高い活動が求められており、その意味で「社会資本アセットマネジメント研

究開発とその普及」という公共的活動を更に活発化し、公共性の高い社会的活動を

使命とする財団法人としての役割をしっかり担っていく。 

③ 「社会資本」を対象とする活動において、まずは最初の取り組みとして社会資本と

しての「橋梁」を優先的に取り上げてきたが、今後は「橋梁以外のインフラ構造物」

へ対象範囲の拡大も視野に入れる。 

④ RPI として「社会資本アセットマネジメント活動」を通じて、近い将来には専門技

術者集団として、オーソリティーとしての第三者専門機関としての役割を果たして

いくことも重要な使命の一つである。 

など、を考えており、RPI としてこれらの課題に対しても、今後とも積極的な活動を目

指します。 

・ 最後になりましたが、RPI の今後の活動に対し、関係の皆様の、より一層のご支援、ご

協力をお願い申し上げます。 
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（２）平成２１年１２月２８日 

・ ご報告させていただきましたように、RPI 活動は 

① BM 研究会活動 

② BMS コンソーシアム 

③ 各種受託研究（共同研究含む）活動 

が中心となっております。 

・ これらの活動は、RPI 活動の目的である「都市機能向上と地域社会創造」を念頭に   

「社会資本アセットマネジメントの研究開発とその普及」及び「関連する基礎的研究」 

として、具体的に展開したものとなっております。 

・ これらの各種活動は「産官学共同取り組み」に特徴があり、「産官学」それぞれが得意 

分野を発揮しての、総合的かつ効率的な取り組みを目指しており、RPI 活動を通じて「産

官学」それぞれの立場で抱える現実的な問題点や、その対策について忌憚のない意見を

出し合い、それらの問題解決のために従来の立場、限界を超えるような新たな発想も含

め、社会において常に役立つ集団として活動していく所存です。 

・ 最後になりましたが RPI の今後の活動に対し、関係の皆様のより一層のご支援ご協力

をお願い申し上げます。 
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（３）平成２４年５月３１日 

・御報告させていただきましたように、RPI 活動は 

① BM 研究会活動 

② BMS コンソーシアム活動 

③ 各種受託研究（共同研究含む）活動 

が中心になっております。 

・これらの活動は、RPI 活動の目的である「都市機能向上と地域社会創造」を念頭に 

「社会資本アセットマネジメントの研究開発とその普及」及び「関連する基礎的研究」

として具体的に展開してきており、その取組の特徴としては「産官学共同取組」であり、

「産官学」それぞれが得意分野を発揮しての総合的かつ効率的な活動を通じて、結果的

に社会に役立つ集団として活動してまいりました。 

・ここに財団法人大阪地域計画研究所活動を終了するに当たり、いままでにご協力いただ

いた皆様に感謝申しあげるとともに、新たに発足する一般財団法人大阪地域計画研究所 

（RPI）においても、今までの理念と活動を継続してまいりますので、皆様のより 

一層のご支援、ご協力をお願いする次第です。 

 

 

 

 

 




